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環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
や
東
ア
ジ
ア
地
域
包

括
的
経
済
連
携
（
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
由
貿
易
圏
構

想
が
華
や
か
に
競
合
す
る
時
代
に
、
今
年
創
設
二
十
周
年
を
迎
え
る

自
由
貿
易
推
進
の
「
老
舗
」
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
影
が
薄

く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
二
〇
〇
一
年
か
ら
の
ド
ー
ハ
・
ラ

ウ
ン
ド
交
渉
は
い
ま
だ
妥
結
に
至
ら
ず
、
自
由
貿
易
圏
構
想
の
隆
盛

は
そ
の
裏
返
し
で
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
存
在
意
義
の
低
下
と
い
う
こ
と
に
は

つ
な
が
ら
な
い
。
第
一
に
、世
界
中
の
一
六
一
ヵ
国
が
加
盟
し
、ル
ー

ル
に
基
づ
く
多
角
的
貿
易
体
制
の
維
持
・
強
化
に
と
り
く
む
機
関
と

し
て
の
役
割
は
、
引
き
続
き
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
は
既
存
の
多
角
的
貿
易
ル
ー
ル
の
執
行
と
国
際
貿
易
紛
争

の
解
決
と
い
う
重
要
な
役
割
が
あ
り
、あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、

こ
れ
が
た
い
へ
ん
機
能
し
て
き
て
い
る
。

　

外
務
省
世
界
貿
易
機
関
紛
争
処
理
室
の
齊
藤
幸
司
室
長
に
話
を
う

か
が
っ
た
。

準
司
法
的
機
関
と
し
て
機
能

　

Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
貿
易
紛
争
解
決
制
度
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
前
身
で
あ
る

一
九
四
七
年
に
で
き
た
関
税
お
よ
び
貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定
（
Ｇ

Ａ
Ｔ
Ｔ
）の
下
で
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
慣
行
や
手
続
き
に
基
づ
き
、

ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
の
大
き
な
成
果
の
一
つ
と
し
て
整
備
さ
れ

た
も
の
で
、
多
角
的
貿
易
体
制
の
下
で
の
準
司
法
的
な
制
度
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｗ
Ｔ
Ｏ
紛
争
解
決
制
度
の
特
徴
は
大
き
く
三
つ
あ
る
。
第
一
の
特

徴
は
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
時
代
の
一
審
制
か
ら
、
常
設
の
上
訴
審
・
最
終
審

た
る
上
級
委
員
会
（
以
下
、「
上
級
委
」）
を
設
置
し
二
審
制
と
し
た

こ
と
で
あ
る
。
上
級
委
の
設
置
は
そ
の
後
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
紛
争
処
理
制
度

の
発
展
、
特
に
制
度
へ
の
信
頼
性
の
向
上
と
豊
か
な
Ｗ
Ｔ
Ｏ
法
体
系

の
蓄
積
・
整
備
に
多
大
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

　

第
二
の
特
徴
は
、
手
続
き
の
自
動
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
紛
争
処
理

手
続
き
は
、
当
事
国
間
協
議
、
パ
ネ
ル
（
第
一
審
）
設
置
・
審
理
、

紛
争
解
決
機
関
と
し
て
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ



134外交 Vol.32

パ
ネ
ル
報
告
書
の
発
出
、
上
級
委
審
理
（
第
二
審
）、
上
級
委
報
告

書
の
発
出
・
採
択
、
履
行
の
監
視
、
履
行
に
争
い
が
あ
る
場
合
の
履

行
審
査
パ
ネ
ル
・
上
級
委
審
理
、
不
履
行
の
場
合
の
対
抗
措
置
の

承
認
・
発
動
、
と
い
う
の
が
一
連
の
流
れ
で
あ
る
。
パ
ネ
ル
の
設
置

や
パ
ネ
ル
・
上
級
委
の
報
告
書
の
採
択
、
対
抗
措
置
の
承
認
な
ど
は
、

全
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
か
ら
構
成
さ
れ
る
紛
争
解
決
機
関
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
）
と

い
う
意
思
決
定
機
関
の
決
定
に
よ
り
、
法
的
効
力
を
有
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
当
た
り
前
に
聞
こ
え
る
が
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
時
代
は
こ
う

し
た
意
思
決
定
が
コ
ン
セ
ン
サ
ス
方
式
だ
っ
た
た
め
、
例
え
ば
審
理

で
負
け
た
国
が
パ
ネ
ル
報
告
書
採
択
に
反
対
す
れ
ば
、
そ
こ
で
手
続

き
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
は
、
全
会
一
致
の
反

対
が
な
い
限
り
は
、
そ
う
し
た
決
定
が
な
さ
れ
た
こ
と
と
な
り
、
手

続
き
の
自
動
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
（
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
コ
ン
セ
ン
サ

ス
）。
言
い
換
え
れ
ば
必
ず
「
結
論
」
が
出
る
制
度
で
あ
る
。

　

第
三
の
特
徴
は
、
一
方
的
措
置
の
禁
止
で
あ
る
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
設
立
以

前
は
、
米
国
が
い
わ
ゆ
る
通
商
法
三
〇
一
条
に
基
づ
く
一
方
的
制
裁

の
脅
威
を
背
景
に
貿
易
相
手
国
の
市
場
開
放
を
迫
る
こ
と
が
国
際
貿

易
の
世
界
で
大
き
な
問
題
と
さ
れ
て
い
た
が
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
紛
争
処
理
制

度
の
下
で
は
同
制
度
に
よ
ら
な
い
一
方
的
措
置
は
禁
止
と
い
う
規
定

が
も
う
け
ら
れ
た
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
初
期
の
時
代
に
は
こ
の
一
方
的
措
置
禁

止
規
定
を
巡
る
紛
争
も
争
わ
れ
た
が
、
今
は
そ
れ
も
影
を
潜
め
、
こ

の
ル
ー
ル
は
定
着
し
て
い
る
と
い
え
る
。

高
ま
る
信
頼
性

　

Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
発
足
し
て
か
ら
の
二
〇
年
間
で
紛
争
処
理
件
数
は
、
本

手
続
き
の
第
一
歩
で
あ
る
協
議
要
請
さ
れ
た
も
の
で
四
九
六
件
に
上

る
。
最
も
利
用
し
て
い
る
の
は
米
国
で
（
訴
え
た
の
が
一
〇
八
件
、

訴
え
ら
れ
た
の
が
一
二
四
件
）、
次
い
で
Ｅ
Ｕ
（
同
九
五
件
、
八
二

件
）
で
、
日
本
は
訴
え
た
の
が
二
〇
件
、
訴
え
ら
れ
た
の
が
一
五
件
。

二
〇
〇
一
年
に
加
盟
し
た
中
国
も
既
に
訴
え
た
の
が
一
三
件
、
訴
え

ら
れ
た
の
が
三
三
件
と
件
数
は
多
い
。
こ
の
う
ち
一
審
の
パ
ネ
ル
報

告
書
が
だ
さ
れ
た
の
は
約
二
〇
〇
件
、
更
に
そ
の
半
分
以
上
で
上
級

委
報
告
書
が
だ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
先
進
国
対
途
上
国
、
途

上
国
対
途
上
国
の
紛
争
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
数
字
・
実
績
が
意
味
す
る
も
の
は
、（
１
）
途
上
国
・
先
進

国
を
問
わ
ず
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
が
こ
の
制
度
を
信
頼
し
活
用
し
て

紛
争
を
解
決
し
、
そ
の
合
法
性
が
確
立
し
て
い
る
、（
２
）
約
六
割

の
紛
争
は
訴
訟
に
至
ら
ず
当
事
者
間
で
処
理
さ
れ
る
、（
３
）
訴
訟

に
至
っ
た
事
案
で
沢
山
の
ケ
ー
ス
ロ
ー
が
蓄
積
さ
れ
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
法
の

明
確
化
と
法
的
安
定
性
・
予
見
可
能
性
を
与
え
て
き
て
い
る
、
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
特
に
常
設
の
上
級
委
が
担
っ
て
き
た
役
割
は
大

き
い
。
固
定
さ
れ
た
委
員
で
構
成
さ
れ
る
上
級
委
が
、
一
審
た
る
パ
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ネ
ル
の
誤
り
を
正
し
、
先
例
と
の
整
合
性
を
確
保
し
な
が
ら
権
威
を

持
っ
て
質
の
高
い
法
律
解
釈
を
示
し
、
個
別
紛
争
を
解
決
す
る
こ
と

で
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
ル
ー
ル
の
明
確
化
と
そ
の
法
的
安
定
性
・
予
見
可
能
性

の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
き
た
。
そ
れ
に
前
述
の
手
続
き
の
自

動
性
が
重
な
り
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
紛
争
解
決
へ
の
信
頼
が
増
し
、
そ
れ
が

ま
た
加
盟
国
に
よ
る
制
度
の
利
用
と
な
り
、
ケ
ー
ス
ロ
ー
の
更
な
る

蓄
積
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ど
の
個
別
事
案
も
同
じ
で
は
な
く
、
ル
ー
ル
の
解
釈
が
異

な
る
か
ら
紛
争
が
生
じ
る
わ
け
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
実
体
法
、
手
続
法
上
の
問
題
が
日
々
争
わ
れ
、
そ
れ
を
通
じ
恒
常

的
に
ル
ー
ル
の
明
確
化
と
慣
行
の
蓄
積
が
行
わ
れ
る
と
い
う
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
制
度
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
日
々
の
活
動
・
運
用
を
通
じ

て
も
制
度
の
信
頼
性
・
安
定
性
が
増
し
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。

紛
争
案
件
の
増
加
に
よ
る
問
題
も

　

日
本
が
関
わ
る
案
件
を
み
る
と
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
設
立
当
初
は
日
本
の
酒

税
制
度
や
フ
ィ
ル
ム
の
流
通
制
度
と
い
っ
た
問
題
が
争
わ
れ
、
そ
の

後
は
米
国
の
ア
ン
チ
ダ
ン
ピ
ン
グ
措
置
を
争
う
事
案
が
多
か
っ
た
。

近
年
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
措
置
、
Ｉ
Ｔ
製
品
と
い
っ

た
ハ
イ
テ
ク
分
野
の
関
税
問
題
、
中
国
の
レ
ア
ア
ー
ス
輸
出
規
制
と

い
っ
た
鉱
物
資
源
分
野
な
ど
、
比
較
的
新
た
な
分
野
で
紛
争
処
理
制

度
を
活
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
紛
争
解
決
手
続
き
の

全
過
程
を
経
験
し
て
い
る
数
少
な
い
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
で
あ
る
。
対
抗

措
置
ま
で
発
動
し
た
経
験
を
有
す
る
国
は
少
な
い
。
ド
ー
ハ
・
ラ
ウ

ン
ド
の
交
渉
項
目
の
一
つ
で
あ
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
紛
争
解
決
手
続
の
改
正
交

渉
で
も
複
数
の
提
案
を
す
る
な
ど
、
多
様
な
形
で
、
制
度
を
支
え
て

い
る
。

　

Ｗ
Ｔ
Ｏ
紛
争
解
決
制
度
が
機
能
し
て
い
る
こ
と
は
、
疑
い
の
な
い

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
問
題
も
あ
る
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
紛
争
解
決
手

続
き
の
成
功
の
裏
返
し
と
も
い
え
る
が
、
司
法
の
行
き
過
ぎ
で
は
な

い
か
と
の
批
判
も
一
部
の
加
盟
国
に
あ
る
。
ま
た
、
紛
争
案
件
の
増

加
も
深
刻
だ
。
現
在
パ
ネ
ル
で
約
三
〇
件
、
上
級
委
で
四
件
の
事
案

が
進
行
中
、
し
か
も
紛
争
内
容
は
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
い
る
。
他

方
で
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
と
い
う
特
殊
な
法
律
の
問
題
を
処
理
で
き
る
人

的
資
源
は
恒
常
的
に
不
足
し
て
い
て
、
こ
う
し
た
資
源
の
制
約
の
中

で
、
制
度
の
処
理
能
力
に
比
し
て
過
大
な
負
担
が
生
じ
て
い
る
。
昨

年
ア
ゼ
ベ
ド
Ｗ
Ｔ
Ｏ
事
務
局
長
も
、「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
紛
争
解
決
手
続
き
の
成

功
が
も
た
ら
す
喫
緊
の
課
題
」
と
題
し
た
ス
ピ
ー
チ
で
Ｗ
Ｔ
Ｏ
紛
争

解
決
制
度
の
直
面
す
る
困
難
に
全
加
盟
国
が
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
訴
え
て
い
る
。
加
盟
国
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
紛
争
処
理
制
度
を
か
け
が

え
の
な
い
国
際
公
共
財
と
位
置
づ
け
、
真
剣
に
対
応
せ
ね
ば
な
ら
な

い
段
階
に
き
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
●
（
編
集
部
）


